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(1) 動機：森林生態系は多様で複雑な要素が相互に

作用するため，過去に得られた情報を活用して不

確実性の影響を減らす順応的な管理が必要とされ

る．東京大学北海道演習林は，天然林の順応的管

理を 1958 年から現在まで 60 年以上にわたって実

験的に継続してきた（尾張，2013）．総面積 22,717 
haが約 100個の区画（林班）に分けられ，各林班で

15～20 年ごとに択伐と呼ばれる非皆伐の抜き伐り

方式で順次伐採が行われる．この実施にあたって

は，同演習林に所属する教員および技術職員の

全員が現場へ赴いて行われる「現地検討会」にお

いて管理方針が協議される．しかし，従来は現場で

の資料閲覧が紙ベースで行われていたため，時間

の限られた議論のなかで必ずしも過去の関連情報

が有効に活用されていなかった． 
(2) 方法：現地検討会において過去を含む関連情報

の閲覧を実現するために，資料のデジタル化を試

みた．このことは，a）オフライン環境で利用できるこ

と，b）レスポンスが速いこと，c）現在地を表示できる

こと，d）複数の地図画像を表示できること，e）過去

の現地検討会の議事録を表示できることを必要とし

た．これら全てを満たした天然林管理情報閲覧シ

ステムを，ESRI 社の ArcGIS Online と Collector for 
ArcGIS を用いて実装し，従来の紙ベース資料と併

用する形で現地検討会へ試験的に導入した（図 1）．
当該現地検討会の終了後に，同演習林の技術職

員を対象としたアンケート調査を行い，当該システ

ムに対する技術職員の反応を把握した． 
 

 
図 1：現地検討会の様子（冬季に行われることが多くス

ノーモービル等で移動しながら議論が繰り返される） 

(3) 結果：当該現地検討会に参加した技術職員 12 名

のうち 10 名が，検討箇所のほぼ全てで閲覧システ

ムを使用したと回答した．また，同 12 名のうち 8 名

が，紙の資料をほとんど参照しなかったと回答した．

これらから、今回実装したシステムが現地検討会に

おける使用に耐えるものであったことが示された．

具体的な便利な点としては，今回の施業図と過去

の施業図やオルソ画像などを瞬時に見比べられる

こと，大きく拡大できて見やすいこと，表示している

範囲はそのままで各種図面に切り替えやオーバー

レイできること，紙の資料のように次第に濡れて破

けてしまう心配がないこと，全てのデータを Global 
Navigation Satellite System（GNSS）で位置がわか

ったうえで使えること，前回と今回の比較が簡単に

できることなどが挙げられた．一方で不便な点や改

善点としては，操作をするのに手袋を外す必要が

あり寒いこと，光量の調整など基本的なことを事前

に知りたかったことなどが挙げられたものの，その

後の現地検討会でも継続的に当該システムおよび

これを技術職員らが自ら改良したものが継続的に

用いられており，本研究で試験的に導入した当該

システムが，北海道演習林で継続されてきた天然

林管理に資するものであることが示唆された． 
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図 2：天然林管理情報閲覧システムのレイヤ切り替え

（中央）と過去議事録表示（右側）の画面イメージ 


